
日
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

海
上
で
も
展
開
し

東
西
世
界
の
交
流

東
南
ア
ジ
ス

季
節
風
と
海
流
を
利
用
し
た

イ
ン
ド
洋
ル
ー
ト
の
開
通

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
世
界
の
交
流
に
お
い
て
、

海
上
の
ル
ー
ト
は
、
陸
上
ル
ー
ト
に
劣
ら
ず
重
要

で
あ
っ
た
。
海
は
人
々
の
交
流
を
は
ば
む
も
の

と
り
つ
先
入
観
が
あ
る
が
、
季
節
風
や
海
流
を

利
用
し
た
航
海
は
、
人
や
物
の
大
量
か
つ
迅
速

な
運
搬
を
可
能
に
し
て
き
た
。
数
千
キ
ロ
、
と

き
に
は
１
万
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
場
所
同
士
を

結
ぶ
重
要
な
運
搬
手
段
と
し
て
、
古
く
か
ら
利

用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
、
イ
ン
ド
洋
の
モ
ン
ス
ー
ン

（季
節
風
）と
海
流
を
利
用
し
て
、
ア
フ
ビ
ア
半

島
と
イ
ン
ド
を
直
通
す
る
海
上
交
流
が
、
１
世

紀
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ン
プ
ト

や
シ
リ
ア
の
商
人
が
、
香
辛
料
や
絹
な
ど
を
求

め
て
イ
ン
ド
ヘ
進
出
し
、
代
わ
り
に
ロ
ー
マ
の
金

貨
や
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
品
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
交
易
に
よ
り
、
南
イ
ン
ド
で
は
サ
ー
タ
ヴ

ア
ー
八
ナ
朝
（
ア
ー
ン
ド
ラ
王
国
）
な
ど
が
繁
栄

し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の

航
路
も
開
か
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
は
イ
ン
ド
文
化

圏
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
中
国
で
も
紀
元
前
後
の
こ
ろ
に
は
、

沿
岸
づ
た
い
に
東
南
ア
ジ
ア
や
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン

ド
東
部
と
の
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
文
明
は
、
イ
ン

ド
を
中
継
地
と
し
て
つ
な
が
り
を
も
っ
た
こ
と

に
な
る
。
２
世
紀
半
ば
に
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら

後
漢

へ
の
使
者
が
、
イ
ン
ド
洋
の
海
路
を
た
ど
っ

て
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
に
達
し
て
い
る
。

海
上
交
易
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
東
南
ア
ジ

ア
の
沿
岸
部
に
は
林
邑

（チ
ャ
ンヽ
パ
ー
）
、扶
南
な

ど
の
港
市
国
家
が
成
立
し
、
中
継
交
易
で
繁
栄

し
た
。
そ
し
て
、
中
国
や
イ
ン
ド
と
の
結
び
つ
き

が
強
ま
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
漢
字
な
ど

の
中
国
文
化
が
、
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
上
座
部
仏
教
な
ど
の
イ
ン
ド

文
化
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
海
上
交
易
を
席
巻

８
世
紀
半
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
ア
ッ
バ
ー

ス
朝

↑
５８
参
照
）
が
成
立
す
る
と
、
海
上
交
易
に

イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
が
進
出
し
、
や
が
て
そ
の
主

導
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人

は
三
角
形
の
帆
を
張
っ
た
ダ
ウ
船
に
乗
り
、
モ

ン
ス
ー
ン
を
自
在
に
利
用
し
て
、
紅
海

・
ベ
ル
ン

ア
湾
か
ら
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
、
中

国
に
い
た
る
ル
ー
ト
を
定
期
的
に
航
海
し
た
。

広
州
を
は
じ
め
、
泉
州
、
揚
州
な
ど
中
国
の
港

市
に
は
、
ベ
ル
シ
ア
人
や
ア
ラ
フ̈
人
の
商
人
が
多

数
居
留
し
た
。
ま
た
、
広
州
に
は
海
上
貿
易
を

管
理
す
る
市
舶
司
が
置
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
洋
を
中
心
と
し
て
確

立
さ
れ
た
長
大
な
海
上
ル
ー
ト
は
、
東
西
の
諸

文
明
の
交
流
を
大
い
に
促
し
た
。
こ
れ
は
陸
上

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
対
し
て
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
あ
る
い
は
海
の
道
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

、季節風を利用したインド洋航路の開通によつて、ユー

・ラシア大陸の東と西を海路で結ぶ「海のシルクロード」
.が

形成された。

f繭 lI事
中央アジアを経由するシルクロ |

―ドに対し、現在の中国四川省・

雲南省からミャンマー北部を経

て、インドのベンガル地方にい

たるルート。険しい山道が続く。

中
国
な
ど
の
交
易
圏
が
つ
な
が
っ
て

地

中

″ヾルテイア

アフリカ

クシュ王国

ホリレムズ

一にヽ
ち́＝アラビア

インド

ムジリ
ベ ンガ

'レ

湾

シンハラ

1～2世紀の海のシルクロード

インド洋のモンスーン (季節風 )

インド洋北部では、モンスーンとよ

ばれる季節風が、夏は南西から、冬

は北東から吹く。この季節風を巧み

に利用したアラビア～インド間の直

航ルートが1世紀ころ開拓され、東

西交易を大きく発達させた。 □―マ帝国の使者

大秦国王安敦 (□ ―

マ皇帝マルクス=アウ

レリウスとみられる)

の使者が、「海の道」

を通つて後漢南部の

日南に到達した。

2世 紀末、ベトナム

中部に成立したチャ

ム人の国家。東南ア

ジアの沿岸航路によ

る交易で栄え、19世

紀まで続いた。

(チャンパー)

1世紀に現在のベト

ナム南部からカンボ

ジアの一帯に成立し

た国家。オケオを外

港とし、中継交易で

栄えた。

アクスム王国

前2世紀、エチオビア高原に成立した国家。

インド洋・紅海と地中海・ナイル川を結ぶ

交易で栄え、4世紀にキリスト教を受容。

現在のエチオピアヘと続く。

カ

ス
ピ

ノ

アク
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南シナ海イ ン ド洋


